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緒 旨 溶銑甲ej窒素 の拡散係数a)測定は製鉄製鋼反応における窒素の挙動

を解析 する上に極めて重要な問題 であるにもかかわらず,これまでほ とん ど行

なわれておらず,二三g)例 1)-2)が あるにす ぎない｡そ こで本研究 としては,

これらとは独立に醇鉄中o')窒素o')拡散係数 蟹CapiHary良eservoir法 を用

いて測定 した｡

実験方法 マグネシア相場 (内径 6 ,､8, 9, 10mm, 深 さ 15-50mm)

に鉄試料 (N:0.0015多,0 ;0,0057多 , C :0.0117多)を入れ,

Ar雰 匪気中においてモ リブデン抵抗炉にて洛解 し,-定温度 で所定uj時間窒

素 を流 し窒素 を拡散 させた後 ,Arで急冷 したO 実験後 iゝjeldahl 法 にて試

料を全量分析 して平均窒素鍵慶旦を求め,次式を用いて拡散 係蹟 Dを求めたO

C-Co

Cs-Co ･一室 (e~ o 弓 e~ 9β +去 e~250 )

ただ し,♂-2T2°t/462,co .･初期濃度 ,Cs :飽和綴度 ,C-:平均
漁慶 ,P:メル トの韓 さ, t;拡散時間
実験栢呆 予備実験によって,N2流速 を変化 させた場合,メル トの深 さを
変化 させた場合 ,相場0')内径 を変化 させた場 合,および拡散時間を変化 させた

場 合e)影響を調べ,実験誤差の.小さい条件 として,拡散時間 t>6UOSeC･,
N2流速 600C.C/min を採用 して本実験 を行 った｡ 本実験V結束 を

Dt/C2を縦軸に,i/C2を横軸 にとって処理 したところ図 1に示す結果
を得たO 直線の勾配 から 1占00℃における平均の拡散係数を求めると,D-

1.2× 10⊥4cm2/secとなるO国 雄 は ,同時に schwerdtfeger1)a)

測定結果および丹羽 ら2)a)測定結果 を示 したが ,ほぼ一致 した結果 を得た｡

-652-



井上道雄 ･他

本実験 で得た拡散係数の値の信頼性 を検討するために,熟対廃 に よるメル トの

撹拝の有無お よび冷却e)際の窒素の逸出超皮 を調べる目的 で,拡散完了後e)読

料a)酸度分布 を測定 したO同 じ実験条件a)もとで得た数個 (4-6個 )の試料

を用りて.試料表面からの距琴 と窒素換慶 との関係を求めたdそe)結果 ,

pN2 - 1atm,冷却 ガスとしてArを使用 した場 合,換慶 分 素 に 乱れ はな

いもo')の ,試料表面からoID多少の窒素の逸出が避けられない こ とが明らかとな

ったoそ こで･さらに冷却効果 を上げ るため ･PN2-0･5a)もとで窒素を拡
散 させ,急冷 ガスとしてHeを使用 した ところ,図 2に示す綴皮分布を得た｡

図 から明 らかなとお D,試料表面からの窒素の逸出はかなD少なくなっている

もの0')試料中程にかけて部分的に窒素の浪露が観察 され,理論式 よ9得 られる

繰度分布曲線 と比戯す ると,必 ずしも良 く一致 しているとは旨い難 い｡今 日の

ところ,この種cL)実測結果 を完全に一致させることは困難 であるO
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図 1. Thediffusivity ofnitrogen 図 2.

in liquidpure ironat 1600℃.
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